
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

〇教師アンケートで「『授業づくり１・２・３
vol.１＆２』とDXを意識した授業実践を
行った」の割合を８０％以上

・「授業づくりのステップ１・２・３  Vol.２」
に即した授業を行うとともに、DXを意識
してタブレットを活用した児童相互の考
えを交流させる授業実践を行う。

A

・「授業づくりのステップ１・２・３Vol.1＆2」とDX
を意識した授業実践を行った」と回答した教師
は83％であった。さらに、DXを意識した協働
的な学びを実践し、児童相互の交流を増やし
ていく。

A

・「授業づくりのステップ１・２・３Vol.1＆2」とDX
を意識した授業実践を行った」と回答した教師
は80％と中間評価時を下回る結果となった
が、成果指標は上回ることができた。今後も
「授業づくりのステップ１・２・３Vol.1＆2」とDX
を意識した授業実践を継続していく。
・児童の実態に合った指導方法、指導形態を
考えたと回答した教師は72％と個に応じた指
導を行うことができつつある。今後も単元に応
じて柔軟に指導方法、指導形態を考えていき
たい。

A

・DXを取り入れた授業を実施していることで、
最新の学びを受けている。
・魅力的な授業づくりを期待したい。
・最終評価が中間評価より低くなった原因に
ついての分析を行い、それを基に改善するこ
とが必要だと思われる。 ・学力向上CD

・学習部

○全職員による学習規律の徹底 ○教師アンケートで「『山東っ子の学習
習慣』を守り、学習規律の指導ができ
た」の割合を８０％以上
○児童アンケートで「宿題をしている」の
割合を９０％以上

・定期的に『山東っ子の学習習慣』が身
についているか振り返りの時間を設け、
繰り返し指導する。
・学級通信で発信をし、家庭との連携を
図る。

A

・「『山東っ子の学習習慣』を守り、学習規律
の指導ができた」と回答した教師は92％で
あった。また、「宿題をしている」と回答した児
童は、98％であった。今後も家庭との連携を
図り、定期的に繰り返し指導を行う。

A

・『山東っ子の学習習慣』を守り、学習規律の
指導が「十分にできた、おおむねできた」と回
答した教師は90％であった。一方で、児童の
回答項目を見ると「返事と反応」、「授業中の
約束」を守っている項目が70％近くと教師と児
童で乖離が見られた。今後も山東っ子の学習
習慣定着を目指して指導をしていく。
・「宿題にきちんと取り組んでいるか」の項目
では、児童、保護者ともに「毎日している」、
「していると思う」で80％を超える回答があっ
た。今後も学校と家庭が連携し、家庭学習の
充実を図りたい。

A

・『山東っ子の学習習慣』を守り、学習規律の
指導が「十分にできた、おおむねできた」と回
答した教師は90％であったことから、学習規
律の指導はよくできていると思われる。
・「返事と反応」、「授業中の約束」を守ってい
る項目が70％近くと教師と児童で乖離が見ら
れたとの結果を受けて、乖離の理由について
検討をしていくことが必要と思われる。
・宿題と家庭学習の違いを家庭でも理解して
ほしい。
・学習の習慣作りが大切である。

・学力向上CD
・学習部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○教師アンケートで「学級のよりよい人
間関係づくりを意識した工夫ができた」
の割合を８０％以上
○児童アンケートで「挨拶、返事、はきも
の揃えができた」と回答する割合を８
０％以上

・朝の時間の「ハートタイム」「学級タイ
ム」、道徳の授業等で、SSTやSGEを活
用し、友達とのよりよい関係づくりを行
う。
・「挨拶、返事、はきもの揃え」を目標
に、全職員で褒めたり声をかけたりす
る。
・たてわり活動や人権集会を通して、思
いやりの心が育つような活動内容の工
夫をする。

B

・「学級のよりよい人間関係づくりを意識した
工夫ができた」と回答した教師は100％であっ
た。今年度からの全校取り組みである「ハート
タイム」では、よりよい人間関係づくりの素地
づくりができている。
・「挨拶、返事、はきもの揃えができた」と回答
した児童は、挨拶87％、返事78％、はきもの
揃え78％であった。今後、返事とはきもの揃
えは、全職員で褒めたり声をかけたりして指
導していく。

B

・「ハートタイム」やSCによる各学年への「心
の授業」等を通して、人間関係づくりの素地が
できてきた。学級のみにとどまらず、異学年と
の交流も盛んにできるようになってきた。
・「挨拶、返事、はきもの揃えができた」と回答
した児童は、挨拶84％、返事74.7％、はきも
の揃え87％であった。挨拶や返事は中間評
価時よりも低下したが、挨拶をできている児童
は８０％、はきもの揃えができている児童は８
７％を超えていて、成果指標を上回ることがで
きた。

B

・「ハートタイム」やSCによる各学年への「心
の授業」等を通して、よりよい人間関係づくり
の素地ができていると思われる。
・はきもの揃えができている児童が８７％を超
えており、目標を十分達成できていると思う。
・「挨拶、返事、はきもの揃え」は、家庭で教え
ることだと伝えていくべきだと思う。

・特活部
・人権同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○児童アンケートで「相手がいやがるこ
とをしない、いわない」の割合を８０％以
上
○いじめ防止（いじめの防止のための取
組、事案対処等）について「組織的対応
ができている」と回答する教員の割合を
８０％以上
○児童アンケートで「学校が楽しい」と回
答する割合を８０％以上

・生活アンケートを行い、いじめや生徒
指導上の問題の早期発見、早期対応に
努める。いじめを覚知した場合は、すぐ
に校長をトップとしたいじめ対策委員会
を開き、組織で対応策を考え、児童に寄
り添った対応を図る。
・教育相談を充実させ、「学校が楽しくな
い」と答える児童がいた場合は、しっか
り寄り添い、少しでも楽しく感じられるよ
う指導の充実改善を図る。

A

・「相手がいやがることをしない、いわない」と
回答した児童は96％、「学校が楽しい」と回答
した児童は91％であった。各担任は、月１回
の生活アンケート結果をもとに、困り感がある
児童に寄り添って教育相談を行い、早期発
見、早期対応をしている。「学校が楽しくない」
と回答した9％の児童には、理由を解明し、少
しでも楽しいと感じられるよう対策を講じたい。
・「いじめ防止に組織的対応ができている」と
回答した教師は、92％であった。いじめ対策
委員会で認知したいじめは、迅速かつ慎重に
対応している。

A

・児童アンケートで「相手がいやがることをし
ない、言わない」ができた、「学校が楽しい」と
回答した児童は、ともに目標値の80％以上を
達成することができた。特に、「学校が楽しくな
い」と回答した児童は2.5％で、中間評価より
減少した。これは、月に１回児童に生活アン
ケートを実施し、実態把握やいじめの早期発
見ができ、面談を行い児童の不安や悩みに
寄り添った対応ができたからだと考える。
・いじめ防止等について、組織的な対応がで
きていると回答した教員は90.9％であった。い
じめ対策委員会や必要に応じてケース会議を
実施したことで、早期解決や快方に向かうこと
ができた。また、毎週の職員連絡会で、児童
の実態や友達の関係について全体共有し、
児童支援をすることができた。

A

・学校ぐるみでいじめ対策に取り組まれている
ことに敬意を表する。
・少々の言い合いも必要だと思うが世の中が
いじめ問題に過敏になっているところもあると
思う。一人ひとりの心的状況は異なるのでな
かなか難しいと思う。
・人権意識を高める取り組みは大切だと思う。
・早目のケース会議を実施し、問題が大きくな
らないよう努めてほしい。

・生活部
・教育相談担当
・教頭

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上
○児童アンケートで「行事にはめあてを
もって取り組むことができた」と回答する
割合を８０％以上

・児童に対して「褒めて伸ばす」姿勢で
臨み、児童のよさを見つけて言葉等で
表現して伝える。
・学校行事では、事前に子ども一人ひと
りに目標を持たせ、達成できるように指
導し、振り返りの時間を設定する。

B

・「先生がよいところを褒めてくれる」と回答を
した児童は82％であった。これからも児童に
対して褒めて伸ばす姿勢で臨んでいくように
する。
・「将来の夢や目標を持っている」と回答した
児童は89％であった。今後も、学校行事で
は、事前に自分に合った目標設定をし、事後
に振り返りを行うことを徹底させていく。

A

・「先生がよいところを褒めてくれる」と回答を
した児童は85.8％であり、成果指標を上回る
ことができた。授業中や休み時間等を通して、
児童と触れ合い、児童それぞれの良さを探す
ことができていた。
・「将来の夢や目標を持っている」と回答した
児童は91.9％であった。学校行事では、事前
に子ども一人ひとりに目標を持たせ、達成で
きるように指導し、振り返りの時間を設定した
ことで、各行事ごとに児童の成長した姿が
様々な場面で見られた。

A

・先生方が愛情をもって教育活動が行われて
いることが理解できた。
・褒められることで、子どもたちは自信をつけ
るので、褒めて伸ばしてほしい。
・子どもたち自身が思い描く将来像に向き
合っているのがよい。

・全職員
・特活部

◎地域との連携による郷土愛の育成 ○「『ふるさと山内』について学習するこ
とは好き」と回答する割合を８０%以上

・地域の人・もの・ことを活用した体験活
動を含めた単元学習を仕組み、各学年
で1回以上実施する。

A

・「『ふるさと山内』について学習することは好
き」と回答した児童は92％であった。また、「地
域の人・もの・ことを活用した体験活動を含め
た単元学習を仕組み、郷土愛を育む指導が
できている 」と回答した教師は、82％であっ
た。各学年で年１回以上実施し、郷土愛の育
成につなげたい。

A

・「『ふるさと山内』について学習することは好
き」と回答した児童は91.3％であった。また、
生活科の学習や総合的な学習の時間など教
科等の学習において、全学年で、校外学習や
講師として、地域人材を活用しての学習を実
施することができた。今後も地域と連携しなが
ら児童の郷土愛の育成につなげていく。

A

・各学年の取り組みは今後も続けてほしい。
・三間坂駅のことも調べてほしい。
・ふるさとを愛する気持ちと「山内」をもっと好
きになってほしい。

・全職員
・特活部
・「総合的な学習の時間」
主任
・生活科主任

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒６
０％以上

・全学級で「スポーツチャレンジ」に1種
目以上取り組む。
・「スポーツチャレンジ」旬間を設け、結
果を定期的に公表し、掲示する。

B

・「毎日外で遊んでいる」と回答した児童
42％、「週に２～３日外で遊んでいる」と回答
した児童は30％であった。
・運動をする児童を増やすため、１２月に「ス
ポーツチャレンジ旬間」を設け、全学級で「ス
ポーツチャレンジ」に取り組む計画である。

B

・「毎日外で遊んでいる」と回答した児童は
49.4％、「週に２～３日外で遊んでいる」と回
答した児童は27.2％であり、上期と比べて運
動している児童の割合が増加していた。
・「スポーツチャレンジ旬間」としての長縄大会
を設けたことで、全学級で運動に取り組む機
会が増えた。

B

・スポーツチャレンジ旬間を各学期ごとに設け
てみてはどうだろう。
・放課後の過ごし方は、家庭で考えるよう意識
付けをしてほしい。（ゲームやYouTubeの長時
間視聴など）

・保体部
・体育主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に良い食事をしている」児童生
徒８０％以上
○児童・保護者アンケートで「毎日朝ご
飯を食べている」の割合を９０％以上

・生活状況調査や食に関する意識調査
などを実施し、指導に生かす。
・保健便りやアンケートを通して、朝食を
とることの大切さの理解と啓発を行う。

B

・「好き嫌いをせずに、食事をしている」と回答
した児童は、88％であった。また、「毎日朝ご
はんを食べている」と回答した児童は、86％で
あった。今後、「早寝・早起き・朝ごはんチェッ
ク」を実施し、朝食をとる大切さの理解と啓発
を活発におこなっていく。

A

・「好き嫌いをせずに、食事をしている」で、肯
定的な回答をした児童は83.3％、「毎日朝ご
はんを食べている」に対する保護者回答は、
92.7％であり、成果目標を上回った。「早寝・
早起き・朝ごはんチェック」は今後も継続して
行うとともに、栄養バランスの重要性につい
て、さらに指導をしていく。

A

・「毎日朝ごはんを食べている」と回答した保
護者は92.7％おり、朝食の大切さが児童も保
護者も理解できていると思う。
・自分の子どもたちから「今日の給食、おいし
かった」と多く聞けたので、ありがたい。

・保体部
・栄養教諭

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上
○教師アンケートで「校時の見直しによ
り、教材研究や児童と向き合う時間の確
保につながった」の割合を８０％以上

・「校時」の見直しにより、教材研究や児
童と向き合う時間の確保につなげる。
・教育DXを意識して、業務の効率化を
図る。
・定時退勤日（金曜）を設定し、メリハリ
のある勤務形態とする。
・年次休暇を取得しやすいような長期休
業の計画を立てる。

B

・「校時の見直しにより、教材研究や児童と向
き合う時間の確保につながった」と回答した教
師は83％であった。年次休暇の取得率が少し
でもあがるように、取得しやすい長期休業や
放課後の計画を立てていく。また、毎月の時
間外在校等時間の上限を超える職員が固定
化しているので、定時退勤日の徹底等を行
い、メリハリのある勤務形態とする。

B

・職員一人当たりの年次休暇取得日数は、平
均11.3日（2/2時点）であった。３月末の学年
末休業でも計画的な取得を進めていきたい。
・「校時の見直しにより、教材研究や児童と向
き合う時間の確保につながった」と回答した教
師は100％であった。さらに教育DXを意識した
業務の効率化を図りたい。 B

・校時を見直したことにより、教師に時間的精
神的な余裕ができていると思う。
・年次休暇については、さらに長期休業中の
取得の検討を進めたらいいと思う。
・年次休暇の取得を増やす方法を考える必要
がある。
・健康は基本なので、ワークライフバランス、
メリハリをつけた業務対応をしてほしい。
・職員の休憩時間に、「１０分間は職員室に入
らない時間を作る」などの方策をとるのもよ
い。

・教頭
・指導教諭

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上と一人一
人の児童のニーズに応える教育の推進

○特別支援に関する専門性が向上した
教員を８０％以上にする。

・「配慮の必要な子」に関する情報交換
の場を週１回設け、共通理解を図る。
・ケース会議や職員研修の場を設け、
合理的配慮に基づいた指導、インク
ルーシブ教育の視点に立った環境を整
える。

B

・「職員研修やケース会議等を通して、職員の
共通理解を図り、特別支援についての意識、
専門性が向上した」と回答した教師は83％
だった。特別支援の全学級で研究授業をおこ
なったことで、特別支援教育への理解が深ま
り、それぞれの児童理解もできた。
・ 週１回の情報交換の場で「配慮の必要な
子」の共通理解ができている。

B

・「職員研修やケース会議等を通して、職員の
共通理解を図り、特別支援についての意識、
専門性が向上した」と回答した教師は、73％
であった。週１回の情報交換の場を設け、「配
慮の必要な子」の共通理解はできているが、
一人一人の児童のニーズに応えるまでは
至っていない。全職員が合理的配慮に基づい
た指導ができるよう専門性を身に付ける職員
研修等が必要である。

B

・配慮が必要な子の増加に伴い、さらに全職
員の専門性を高める必要があると思う。
・集団の中で配慮の必要な子を育てていくの
が大切である。

・特別支援教育CD
・教育相談担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 s

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇安全教育・防災教育の
充実

○安全に関する資質・能力の育成 ○安全教育・防災教育を推進し、教師・
児童のアンケートで「安全、防災に対す
る意識が高まった」と回答する教師・児
童が８０％以上
○児童アンケートで「安全に気を付け
て、ろう下は右側を歩くことができた」の
割合を８０％以上

・避難訓練や交通教室などを通して、安
全教育や防災教育について意識を高め
る。
・下校指導や全校朝会で、安全に関す
る生活指導を繰り返し行う。

A

・避難訓練や防災教室などを通して、安全や
防災について考えるようになった児童は
93％、安全教育や防災教育について意識が
高まった教師は92％であった。「安全に気を
付けて、ろう下は右側を歩くことができた」と回
答した児童は、89％であった。さらに安全に気
を付けることができるよう繰り返しの生活指導
を行う。

A

・安全や防災について意識が高まった児童は
95%で、中間評価より上回った。また、ほとん
どの職員が安全教育、防災教育への児童の
意識が高まったと感じている。火災避難訓練
を消防署の方と連携して行ったり、緊急地震
速報の訓練を実施したりして、安全な避難の
仕方を体験的に学ぶことができた。
・廊下歩行については、全校朝会で定期的に
指導したり、自分の行動について振り返ったり
する機会を設け、意識を高めることができた。

A

・歩道が設置されていない通学路について
は、特に通学の安全性に気をつけるよう指導
を継続してほしい。
・高齢者ドライバーが増えているので、信号や
横断歩道のところでも、さらに安全確認をする
ような習慣をつけてほしい。
・想定外の時の対応ができるよう児童への指
導や職員の研修が必要である。
・１年間大きな事故や怪我がなかったのは先
生方、地域の方のお陰である。

・生活部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・ほとんどの項目において、成果指標を上回る評価であったが、アンケート結果をみると、中間評価に比べ最終評価の方が低くなった項目が見られた。
・「業務改善・教職員の働き方改革の推進」については、さらなる具体的方策を示し、職員への周知徹底をおこなう必要がある。
・次年度に向けて、３つの重点目標をさらに達成できるよう具体策を示し取り組む。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・ほとんどの項目において成果指標を上回る評価であったが、「運動習慣の改善や定着化」では、やや下回る評価であったので、次年度に重点的に取り組みたい。
・「心の教育」には重きを置いて取り組んだので、中間評価に比べ最終評価では向上が見られた。
・次年度に向けて、本年度の３つの重点目標をさらに達成できるように、具体策を示し取り組みたい。

２　学校教育目標 ひとりひとりが　かがやく　こころやさしい　山東っ子　～地域と共にある学校づくりを通して～

３　本年度の重点目標

①わかりやすい授業、確かな学力のつく授業を展開できるように、日々授業改善を行う。

②しつけ三原則（挨拶、返事、はきもの揃え）の指導に力を入れ、いじめ防止に努め、思いやりの心を育て、心の教育の充実を目指す。

③たくましい心と体をつくるために、体力向上と食育に努め、活気のある元気な児童を育成する。

学校名 武雄市立山内東小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


